
先駆樹種の多い森林

先駆樹種

ピースを切りかえ

00 : 10図を完成させよう スタート画面にもどるもう一度挑戦する
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20151050－5－10－15 3025

年　平　均　気　温（℃）
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　　　　熱帯多雨林・亜熱帯多雨林，雨緑樹林，森　林　照葉樹林，硬葉樹林，夏緑樹林，針葉樹林
草　原　サバンナ，ステップ
荒　原　砂漠，ツンドラ

※年降水量や年平均気温が同じ地域
　でも，季節ごとの降水量の違いな
　どによって，成立するバイオーム
　が異なる。

ピースを切りかえ

照葉樹林

00 : 10図を完成させよう スタート画面にもどるもう一度挑戦する
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アコウ

亜熱帯多雨林

亜寒帯冷温帯（温帯）亜熱帯 暖温帯（暖帯）

移行帯となる針葉樹と
落葉広葉樹の混交林

日本は森林となり得る降水量が十分
あって，どのような森林になるかは
おもに気温によって決まる

ピースを
切りかえ

ピースを
切りかえ

00 : 10図を完成させよう スタート画面にもどるもう一度挑戦する
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世
界
の
バ
イ
オ
ー
ム
資
料

熱
帯
多
雨
林
・
亜
熱
帯
多
雨
林

照
葉
樹
林

年
月

1月
27

.3
27

.7
28

.1
28

.1
28

.5
28

.4
28

.0
28

.0
27

.7
27

.5
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.1
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.0
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1.

3
19

5.
6

27
1.

5
30

3.
6

22
0.

1
14

1.
5

16
6.

2
17

2.
6

21
8.

3
28

0.
5

35
6.

5
28

3.
9

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

気
温（
℃
）

降
水
量（

m
m
）

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
の

気
温
・
降
水
量
の
平
年
値
デ
ー
タ

年
月

1月
5.

4
6.

1
9.

4

59
.7

56
.5

11
6.

0
2月 3月

気
温（
℃
）

降
水
量（

m
m
）

東
京
都
（
日
本
）
の

気
温
・
降
水
量
の
平
年
値
デ
ー
タ
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世
界
の
バ
イ
オ
ー
ム
資
料

サ
バ
ン
ナ

ス
テ
ッ
プ

年
月

1月
24

.1
24

.2
23

.7
23

.3
22

.7
20

.9
20

.3
21

.0
22

.3
24

.1
24

.9
24

.5

15
7.

1
12

3.
1

89
.8

49
.7 3.
6

0.
3

0.
0

0.
0

0.
2

1.
9

28
.4

16
5.

9

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

気
温（
℃
）

降
水
量（

m
m
）

ド
ド
マ
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
）
の

気
温
・
降
水
量
の
平
年
値
デ
ー
タ

年
月

1月
-2

1.
4

-1
6.

2
-6

.1

1.
8

2.
8

4.
0

2月 3月

気
温（
℃
）

降
水
量（

m
m
）

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
）
の

気
温
・
降
水
量
の
平
年
値
デ
ー
タ
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別紙 6-26別紙 6-25

照葉樹林

本州中部に見られる垂直分布

標高差が3000mあ
ると，気温の差は
約15～20℃になる。
これは水平分布に
あてはめると，お
よそ北海道と沖縄
の差に相当する

一般にバイオーム
の境界の標高は，
北斜面のほうが南
斜面よりも低い

（南部） （北部）
丘陵帯

山地帯

亜高山帯

高山帯

森林限界

（南部） （北部）

高度

700m付近

1700m付近

2500m付近

高山帯 ブナピースを切りかえ ピースを切りかえ ピースを切りかえ

00 : 10図を完成させよう スタート画面にもどるもう一度挑戦する
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１月 2月 3月 4月 5月 6月

－2.3 －2.1 3.3 6.8 13.7 18.3

7月 8月 9月 10月 11月 12月

21.2 23.3 20.1 13.1 6.3 －1.6

●札幌 （単位：℃）

１月 2月 3月 4月 5月 6月

7.1 8.3 10.7 12.8 19.5 23.2

7月 8月 9月 10月 11月 12月

24.3 29.1 24.2 17.5 14.0 7.7

●東京 （単位：℃）

１月 2月 3月 4月 5月 6月

18.7 18.7 20.1 19.8 24.8 28.1

7月 8月 9月 10月 11月 12月

29.3 29.4 27.7 25.8 23.4 19.2

●那覇 （単位：℃）

日本の都市の月平均気温（2020年） ※気象庁 HPより作成
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□
栄
養
段
階
　
□
被
食
量
　
□
枯
死
量
　
□
成
長
量
　
□
摂
食
量
　
□
不
消
化
排
出
量
　
□
同
化
量

B
消
費
者
の
同
化
量
・
成
長
量

　
次
に
，
消
費
者
に
お
け
る
有
機
物
の
移
動
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
消
費
者
で
あ
る
動
物
は
，
栄

養
段
階
が

1
段
下
位
の
生
物
を
摂
食（
捕
食
）す
る
が
，
そ
の
う
ち
の
一
部
は
未
消
化
の
ま
ま
体
外
に

排
出
さ
れ
る
。
摂せ
っ
食しょ

く 量りょ
う （
捕
食
量
）か
ら
不ふ
消しょ

う 化か
排は
い
出しゅ

つ 量りょ
う
を
差
し
引
い
た
も
の
を
同ど
う
化か
量りょ

う
と
い
う
。

同
化
量
＝
摂
食
量
－
不
消
化
排
出
量

　
消
費
者
の
同
化
量
は
生
産
者
の
場
合
の
総
生
産
量
に
相
当
し
，
同
化
量
か
ら
一
定
期
間
内
に
呼
吸

に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
呼
吸
量
を
差
し
引
い
た
も
の
が
，
純
生
産
量
に
相
当
す
る
。
消
費
者
は
栄
養
段

階
が

1
段
上
位
の
動
物
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
，
消
費
者
の
成
長
量
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

成
長
量
＝
同
化
量
－（
呼
吸
量
＋
被
食
量
＋
死
滅
量
）

　
生
態
系
に
お
け
る
各
栄
養
段
階
の
有
機
物
の
収
支
を
模
式
的
に
図
示
す
る
と
，
図

42
の
よ
う
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
，
あ
る
生
物
の
有
機
物
は
そ
の
一
部
だ
け
が

1
つ
上
の
栄
養
段
階
に
移
動
す
る

た
め
，
得
ら
れ
る
有
機
物
の
量
は
，
上
位
の
栄
養
段
階
の
生
物
ほ
ど
少
な
く
な
る
。

81
14

9-
7-

4-
有
機
物
収
支

.a
i（

13
3*

10
5.

7）

81
14

9-
0-

0-
図
版

te
m
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at

e.
ai
（

10
0*
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0）

81
14

9-
0-

0-
図
版

te
m

p
la

te
.a

i（
10

0*
10

0）

図
版
内
文
字

ab
c

図
版
内
文
字

ab
c

B
　
最
初
の
現
存
量
　
　
　

  　
成
長
量

P
　
被
食
量
　
　

D
　
枯
死
量
，
死
滅
量

R
　
呼
吸
量
　

F
　
不
消
化
排
出
量

： ： ： ： ： ：

G 各
量
の
大
き
さ
の
比

（率
は
実
際
と
異
な
る
）

（
植
　
物
） 太
陽
光

光
合
成
で
固
定
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

入
射
し
た
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

B
0

R
0

D
0

P 0

純
生
産
量

総
生
産
量（
同
化
量
）

G
0

（
動
物
食
性
動
物
）

同
化
量

B
2

摂
食
量

G
2

P 2
F

2

（
植
物
食
性
動
物
）

B
1

同
化
量

摂
食
量

P 1
G

1
D

1
R

1
F

1

高
次
の
消
費
者 D

2
R

2
二
次
消
費
者

一
次
消
費
者

生
 産

 者

●⬆
図
42
　
生
態
系
に
お
け
る
各
栄
養
段
階
の
有
機
物
の
収
支
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81
14

9-
7-

5-
生
物
多
様
性
の

3
つ
の
階
層
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81
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9-
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0-
図
版
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m
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ai
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図
版
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te
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図
版
内
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字
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図
版
内
文
字

ab
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遺
伝
的
多
様
性

種
多
様
性

生
態
系
多
様
性

そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
で
，
遺
伝
子
の
構
成
が
異
な
る

●⬆
図
48
　
生
物
多
様
性
の

3
つ
の
階
層（
遺
伝
的
多
様
性
，
種
多
様
性
，
生
態
系
多
様
性
）

　
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
は
，
多
種
多
様
な
生
物
が
生
活
し
て
い
る
。
生
物
が
多
様
で
あ
る

こ
と
を
生せ
い
物ぶ
つ
多た
様よ
う
性せ
い
と
い
う
。
生
物
多
様
性
の
と
ら
え
方
に
は
，

3
つ
の
階
層（
段
階
）が
あ
る
。

生
物
多
様
性
と
は
ど
の
よ
う
な
概
念
で
，
な
ぜ
重
要
な
の
か
を
見
て
い
こ
う
。

A
遺
伝
的
多
様
性

　
個
体
群
を
構
成
す
る
生
物
が
も
っ
て
い
る
遺
伝
子
は
，
各
個
体
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い

る
。
ま
た
，
同
じ
種
で
あ
っ
て
も
，
山
地
や
海
洋
な
ど
に
よ
っ
て
地
理
的
に
離
れ
て
い
る
個
体
群
ど

う
し
で
は
，
遺
伝
子
の
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
，
同
種
内
に
お
け
る
遺

伝
子
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
遺い
伝で
ん
的て
き
多た
様よ
う
性せ
い
と
い
う
。

　
遺
伝
的
多
様
性
が
高
い
個
体
群
は
，
生
活
環
境
の
変
化
が
起
こ
っ
て
も
，
そ
の
環
境
に
対
応
で
き

る
遺
伝
子
を
も
つ
個
体
が
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
，
遺
伝
的
多
様
性
が
低
い
個
体
群

は
，
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
，
個
体
数
が
減
少
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。

生
物
多
様
性
と
そ
の
恩
恵

 ー
な
ぜ
生
物
多
様
性
は
重
要
な
の
か
？

1

こ
の
節
の
目
標

1
生
態
系
や
生
物
多
様
性
の
保
全
の
重
要
性
を
理
解
す
る
。

2
 人
間
活
動
に
よ
っ
て
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
し
く
み
を
理
解
す
る
。

生
態
系
と
人
間
生
活

第
5
節

C

C

ラ
イ
オ
ン

ラ
イ
オ
ン

サ
バ
ン
ナ
シ
マ
ウ
マ

サ
バ
ン
ナ
シ
マ
ウ
マ

ナ
イ
ル
ワ
ニ

ナ
イ
ル
ワ
ニ

36
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編
　
生
態
と
環
境
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□
生
物
多
様
性
　
□
遺
伝
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多
様
性
　
□
種
多
様
性
　
□
生
態
系
多
様
性
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遺
伝
的
多
様
性

種
多
様
性

生
態
系
多
様
性

そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
で
，
遺
伝
子
の
構
成
が
異
な
る

B
種
多
様
性

　
生
態
系
に
は
，
細
菌
か
ら
植
物
や
動
物
ま
で
，

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
種
の
個
体
群
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
，
あ
る
生
態
系
に
お
け
る
種

の
多
様
さ
を
種し
ゅ
多た
様よ
う
性せ
い
と
い
う
。

　
種
多
様
性
の
高
さ
は
，
そ
の
生
態
系
に
含
ま

れ
る
生
物
の
種
の
豊
富
さ
と
そ
れ
ら
が
相
対
的

に
占
め
る
割
合（
優
占
度
）で
評
価
さ
れ
る
。
種

数
が
多
く
，
か
つ
ど
の
生
物
も
均
等
に
含
ま
れ

て
い
る
ほ
ど
種
多
様
性
が
高
い
と
評
価
さ
れ
る

（
図

49
⒜
）。
一
方
，
種
数
が
多
く
て
も
，
あ

る
1
つ
の
種
の
優
占
度
だ
け
が
高
い
場
合
は
種

多
様
性
は
高
く
な
い
と
評
価
さ
れ
る（
同
図
⒝
）。

C
生
態
系
多
様
性

　
地
球
上
に
は
，
森
林
や
草
原
，
湖
沼
，
河
川
，
海
洋
，
干ひ

潟が
た

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
態
系
が
存
在
し

て
い
る
。
さ
ら
に
，
森
林
の
生
態
系
で
も
気
温
に
よ
っ
て
，
熱
帯
多
雨
林
や
照
葉
樹
林
，
夏
緑
樹
林
，

針
葉
樹
林
な
ど
に
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
，
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
対
応
し
て
多
様
な
生
態
系
が
存

在
す
る
こ
と
を
生せ
い
態た
い
系け
い
多た
様よ
う
性せ
い
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
態
系
で
は
，
そ
の
環
境
で
生
活
す
る
生

物
の
個
体
群
が
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
生
活
し
て
お
り
，
あ
る
地
域
に
お
い
て
生
態
系
多

様
性
が
高
い
と
，
そ
こ
に
生
活
す
る
生
物
の
種
類
も
多
様
に
な
る
。
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⒜
 そ
れ
ぞ
れ
の
種
が
均
等
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合

⒝
 あ
る

1
種
の
優
占
度
だ
け
が
高
い
場
合

●⬆
図
49
　
種
多
様
性
の
評
価
　
あ
る
場
所
に

5
種
の
生
物

が
計

40
個
体
い
る
場
合
の
例
。
同
じ
記
号
は
同
じ
種
の
生

物
の
個
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト

ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト

ア
カ
シ
ア
の
一
種

ア
カ
シ
ア
の
一
種

ハ
ゲ
ワ
シ
の
一
種

ハ
ゲ
ワ
シ
の
一
種

森
林
の
生
態
系

森
林
の
生
態
系

草
原
の
生
態
系

草
原
の
生
態
系

湖
沼
の
生
態
系

湖
沼
の
生
態
系

海
洋
の
生
態
系

海
洋
の
生
態
系

W
eb
サイ
ト第 7 章

　
生 物 群 集 と 生 態 系

36
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5 10 15 20
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やがて湖沼は周辺部から陸地化し，湿原を経て草原となる。

別紙 6-42別紙 6-41



別紙 7-1
学習した用語の関係性を示して「用語マップ」をつくってみよう！

系統

系統樹

（例）

別紙 7-2

別紙 7-3 別紙 7-4



別紙 7-5 別紙 7-6

別紙 7-7 別紙 7-8



別紙 7-9 別紙7-10
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ブ
ナ
科

ブ
ナ
科
の
常
緑
広
葉
樹
。
高
さ
は

10
～

20
m
。
樹
皮
は
暗
い
灰
色
で
裂
け
目
は
見
ら
れ
な
い
。

カ
シ
類
と
し
て
は
最
も
一
般
的
に
見
ら
れ
る
。

ア
ラ
カ
シ

ク
ヌ
ギ

ス
ダ
ジ
イ

ブ
ナ

ブ
ナ
科
の
落
葉
広
葉
樹
。
高
さ
は

15
～

20
m
。
樹
皮
に
は
深
い
裂
け
目
が
あ
る
。
果
実（
ど

ん
ぐ
り
）は
直
径

2
～

3
c

m
の
球
形
で
，
染
料
の
原
料
に
な
る
。

ブ
ナ
科
の
常
緑
広
葉
樹
。
比
較
的
温
暖
な
地
域
に
分
布
す
る
。
樹
皮
は
ク
ヌ
ギ
と
同
様
，
縦

に
裂
け
る
。
葉
は
冬
に
も
落
葉
し
な
い
た
め
，
夏
緑
樹
に
比
べ
て
厚
い
。

ブ
ナ
科
の
落
葉
広
葉
樹
。
樹
皮
は
ク
ヌ
ギ
な
ど
に
比
べ
て
な
め
ら
か
。
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
と
夏

緑
樹
林
を
形
成
。
芽
ば
え
の
耐
陰
性
が
高
い
。

別紙 8-2

生
物
図
鑑
の
「

3D
マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
る

生
物
の

3D
モ
デ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
物
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
た
り
，
拡
大

し
て
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
物

図
鑑

  3
D

モ
デ

ル

●
使
い
方

回
転
：
指

1本
に
よ
る
ド
ラ
ッ
グ
ま
た
は
，

　
　
　
左
ク
リ
ッ
ク
に
よ
る
ド
ラ
ッ
グ

※
　
　
は
ス
ケ
ー
ル（

1c
m
×

1c
m
×

1c
m
）

　
を
示
し
て
い
ま
す
。
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別紙 8-50

酸
素
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
割
合（
%
）

100

80

60

40

20

0 20 40 60 80 100
酸素濃度（相対値）

二酸化炭素
濃度：高い

二酸化炭素濃度：低い

35

95

組　織
酸素濃度：30
二酸化炭素濃度：高い

肺　胞
酸素濃度：100
二酸化炭素
　　濃度：低い

肺では，酸素濃度が高く，二酸化炭素濃度が低くなっており，
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別紙 8-59

第 １ 章

第
1
節
　
生
物
の
多
様
性
と
共
通
性

❶
す
べ
て
の
生
物
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
は
何
か
。
か
ら
だ
が
細
胞
か
ら
で
き
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
生
命
活
動
に
利
用
し
て
い
る
。
遺
伝
情

報
と
し
て

D
N

A
を
も
っ
て
い
る
。

❷
す
べ
て
の
生
物
に
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
の

は
な
ぜ
か
。

す
べ
て
の
生
物
は
，
共
通
の
祖
先
か
ら
進
化
し
て
お
り
，
共
通
の
祖
先
が
も
っ
て
い
た
特
徴
を
受

け
つ
い
で
い
る
た
め
。

第
２
節
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
代
謝

❶
私
た
ち
ヒ
ト
は
，
何
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

て
，
そ
れ
を
何
に
用
い
て
い
る
か
。

ヒ
ト
は
，
食
物
と
し
て
取
り
入
れ
た
有
機
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
，
生
命
活
動
に
用
い
て
い

る
。

❷
生
命
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
，
ど
の

よ
う
に
し
て

A
T

P
か
ら
供
給
さ
れ
る
か
。

A
T

P
が

A
D

P
と
リ
ン
酸
に
分
か
れ
る
と
き
に
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ
，
生
命
活
動
に
利
用

さ
れ
る
。

第
3
節
　
呼
吸
と
光
合
成

❶
呼
吸
や
光
合
成
で
は
，
そ
れ
ぞ
れ
何
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
用
い
て

A
T

P
が
合
成
さ
れ
る
か
。
呼
吸
で
は
有
機
物
の
も
つ
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て

A
T

P
が
合
成
さ
れ
る
。
光
合
成
で
は
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

A
T

P
が
合
成
さ
れ
る
。

❷
酵
素
は
生
体
内
の
化
学
反
応
の
進
行
に
ど
の

よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
。

酵
素
は
，
生
体
内
で
触
媒
と
し
て
は
た
ら
き
，
化
学
反
応
が
進
行
す
る
の
を
助
け
る
。

第 ２ 章

第
1
節
　
遺
伝
情
報
と
D
N
A

❶
D

N
A
は
ど
の
よ
う
な
構
造
を
し
て
い
る
か
。

D
N

A
は
，
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
が
鎖
状
に
つ
な
が
っ
て
で
き
た
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
鎖
が

2
本
並
び
，
互

い
の
鎖
の
塩
基
ど
う
し
が
相
補
的
に
結
合
し
て
で
き
て
い
る
。

2
本
の
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
鎖
は
規
則

的
に
ね
じ
れ
て
，
二
重
ら
せ
ん
構
造
を
と
る
。

❷
D

N
A
に
遺
伝
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

D
N

A
中
の

A
，

T
，

G
，

C
の

4
種
類
の
塩
基
の
配
列
が
遺
伝
情
報
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

第
2
節
　
遺
伝
情
報
の
複
製
と
分
配

❶
D

N
A
は
ど
の
よ
う
に
正
確
に
複
製
さ
れ
て

い
る
か
。

も
と
の

D
N

A
の
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
鎖
が

1
本
ず
つ
に
分
か
れ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
鎖
の

塩
基
に
相
補
的
な
塩
基
を
も
つ
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
が
結
合
し
，
新
し
い
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
鎖
が
で
き
る
。

❷
D

N
A
の
複
製
と
分
配
は
，
そ
れ
ぞ
れ
体
細

胞
分
裂
の
細
胞
周
期
の
ど
の
時
期
に
行
わ
れ

る
か
。

D
N

A
の
複
製
は
，

S
期
に
行
わ
れ
る
。

D
N

A
の
分
配
は
，

M
期
に
行
わ
れ
る
。

第
3
節
　
遺
伝
情
報
の
発
現

❶
D

N
A
の
遺
伝
情
報
を
も
と
に
し
て
ど
の
よ

う
に
タ
ン
パ
ク
質
が
つ
く
ら
れ
る
か
。

D
N

A
の
塩
基
配
列
が
転
写
さ
れ
，

m
R

N
A
が
合
成
さ
れ
る
。
合
成
さ
れ
た

m
R

N
A
の
塩
基
配

列
に
対
応
し
た
ア
ミ
ノ
酸
が
順
番
に
結
合
し
て
い
く
こ
と
で
，
タ
ン
パ
ク
質
が
合
成
さ
れ
る
。

❷
分
化
し
た
細
胞
で
は
，
遺
伝
子
は
ど
の
よ
う

に
発
現
し
て
い
る
か
。

分
化
し
た
細
胞
で
は
，
細
胞
ご
と
に
異
な
る
遺
伝
子
が
発
現
し
，
異
な
る
種
類
の
タ
ン
パ
ク
質
が

合
成
さ
れ
て
い
る
。

第 ３ 章

第
1
節
　
体
内
で
の
情
報
伝
達
と
調
節

❶
自
律
神
経
系
は
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
い
て
，

か
ら
だ
の
状
態
を
調
節
し
て
い
る
か
。

自
律
神
経
系
の
う
ち
，
興
奮
し
た
と
き
や
緊
張
し
た
と
き
に
は
，
交
感
神
経
が
強
く
は
た
ら
い
て
，

か
ら
だ
の
状
態
を
調
節
す
る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
と
き
に
は
，
副
交
感
神
経
が
強
く
は
た
ら
い
て
，

か
ら
だ
の
状
態
を
調
節
す
る
。

❷
内
分
泌
系
は
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
い
て
，
か

ら
だ
の
状
態
を
調
節
し
て
い
る
か
。

内
分
泌
腺
か
ら
血
液
中
に
分
泌
さ
れ
た
ホ
ル
モ
ン
が
全
身
に
運
ば
れ
，
標
的
器
官
に
存
在
す
る
標

的
細
胞
が
も
つ
受
容
体
と
結
合
し
，
そ
の
器
官
の
は
た
ら
き
を
調
節
す
る
こ
と
で
，
か
ら
だ
の
状

態
を
調
節
す
る
。

こ
の
節
の
目
標
の
振
り
返
り

解
答
例

こ
の
節
の
目
標
の

　
　
　
　
　
と
解
答
例

振
り
返
り
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別紙 8-57

イヌリンという物質を
用いることで，腎臓の
はたらきを調べること
ができる。

血液中にイヌリンを投
与し，血しょう，原尿，
尿における各成分とイ
ヌリンの濃度を測定す
ると表のようになった。
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